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平成 11年 5月 25日 発行

第5回総会および議演会開催のお知らせ

下記の日時にて、第5回 総会および議演会を開催いたしますので、多くの会員の方?の

ご参集を期待いたします。

第5回 総会

日 時    平 成 11年 6月 10日 (木)午 後 3時 ～3時 30分

場 所    東 京農業大学総合研究所 2階 大講義室

議 題    1.平 成 10年 度活動報告および会計報告

2.役 員の選任

3。 平成 11年 度活動計画および予算実

謡演会   国  時    平 成 11年 6月 10日 (木)午 後 3時 30分 ～ 5時

場 所    東 京農業大学総合研究所 2階 大語義室

演題    「 天敵農薬に係る環境影響評価ガイドライン」

謡演着   農 林水産省農業環境研究所 環 境生物部

天敵生物研究室長  矢 野 栄 二

終了後、懇親会を予定しておりますので、ご参力Bくださしヽ。
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私の天敵利用の実践

神奈川県天敵利用研究会

石川 柴 一

はじbに

私の施設にお|するトマト、キユウリの栽増

(面積 3,650甫 )は 、 1964年 からで

ある。その後、栽塔上、種マの問題が発生し

経営的に落ち込みを見たこともあつた。
'

1970年 、私の施設に才ンシツコナジラ

ミが発生するまでは、害虫こL/てはアフラム

シ類こハダ三程度であつた。天散を導入する

。までの 21年 間は各種案剤の使用を試みたが

、すぐに抵抗性がつき防除には大変な吉労を

した。

1980年 頃から生態系を重視した栽培に

切リガえると、以前発生した問題点の本質が

見え出したのである。

天数の導入を始めて

1991年 から才ンシツツヤコバチを導入

したが失敗であつた。マミー (黒色蛹)を 確

認できたが、オンシツコナジラミの数が圧倒

的に多く、スス病の発生により果実の品質低

下が起こり、大変な思いをした。 92年 と9

3年 には若干の進歩はあつたものの、まだ果

実の品質に影響を与える結果であつた。 94

年には天敵放飼のタイミング、吾虫と天散の

生態がわかり成功をみた。そして、この4年

間の経験から次のような考え方が生まれ、現

在に至つている。

虫を害虫こしてみるのではなく、 “害を与

えなければいいじやないが
"こ
のことがら、

毘虫であるこの考え方にたつ。しかし、虫や

菌の密度が上がり、経営 (所得)に 影響が出

始めることが予演」される時ほ農葉の使用によ

り密度を下げる方法をとる。病菌や害虫を皆

殺しにするのではなく、いかに低密度に保ち

ながら栽培を進めていくかが、管理者 (栽塔

き)の 手椀である。このような考え方て栽培

管理を進めると、雷虫や病菌の生態が少しず

つわがつてきた。それらの生活史がわかれば

、いたずらに虫の発生を心配する必要がなく

なるわけである。栽嬉管理は、単に作物を管

理することだけでなく、その植物を取り巻く

生物をも管理することである (図-1)。 環

境を管理することて言虫や病菌をも同じL/ベ

ルて管理する方法へ進化させたのである。

図1 施設トマト栽培期間中の管理の模式
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天敵放飼前には

天激を使用するに当たつて放飼前には、

①作物、吾虫、天敵を細がく観察する。
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②害虫こ天敵の生活史を理解する。

③対象外の害虫や病書が発生した時の対策を

事前に考えておく。

④必ず記録をこつておく。

などに注意を払う。以下に実施事例を示す。

実施例-1(トマト/オンシツツヤコバチ、1996年)

オンシ ツ`ツヤコバチの放銅ほ図-2の よう

におこなつた。得られた結果より、成功する

ための留意事項を述べてみるこ、次のような

事柄が考えられる。

図2 天敵放飼図(1996年 )  豊
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①放飼予定日の設定

放飼する前に問題となる書虫 (天敵対象

外害虫)や 病吾の発生がないか確認する。

発生している場合は薬剤によつて防除して

おく。ただt/、薬剤によつては天敵の放飼

可能までの日数が長くなる場合があるので

、選定には十分に注意を払う。。

②温度管理

夜間温度は必ず12℃ を確保する。同じ

温度帯ても、天敵こ害虫の行動範囲に大き

な差があることに留意する。

③放飼のタイミング

票を8日いてみて2～ 3頭飛び立つ位を適

期とみなし、1週間後には必ず放飼する。

蓑色粘着板の使用は気温が低い時期には実

際の数この間に差があるので、重視してしヽ

ない。

④放飼場所

害虫数の多い個所から放飼を始め、害虫

の密度によつて天敵の放飼数を変える。マ

ミーカードを吊した放飼場所を必ず記録L/

、後になつて効果の確認をおこなう。

実施例-2(れ ウリ/クタメリスカブリダニ、ヤマトタサカゲロウ、コレマ

ンアカバチ、1998年9月上旬～121上旬)

栽培中に発生した害虫ほ、ミナミキイロア
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ザミウマ、ミカンキイロアザミウマ、チヤノ

ホコリダニ、アプラムシ類、ワタヘ|リクロノ

メイガ、ハスモンヨトウ、オ才タバコガ、ウ

リキンウワバであつた。この事例の防除効果

についての結果をまとめるこ、

①アザミウマ類に対してはククメリスカフリ

ダニの効果が高がつた。放飼時期は、次のよ

うに考えられた。観察に重点をおき、発生の

ごく早い時期の放飼が良い。その目安として

は、青色粘着版に成虫が捕獲される時はすで

に遅く、葉にカスリ状の食害痕を発見したら

直ちに放飼するのが良い。

②アフラムシ類に対しては、ヤマトクサカゲ

ロウは上下方向への移動が苦手なようにみえ

る。よつて、発生株への放飼は上下方向にす
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るのが良い。スポット防除であれば、発生密

度が上がつていても効果が高い。コL/マンア

プラバチの放飼時期は発生のごく初期が良<

、雷虫蜜度が上がつてしまつていては効果が

低い。

③チヤノホコリダニに対しては、ククメリス

カフリダニが効果あるこのコパート社の談話

であつたが、効果を確認できなかつた。

鱗辺目害虫に対しては、有効な天敵が上市

されていないので、フェロモン剤の使用を検

討していきたい。BT剤 の使用も考えている

が、登録上の問題がある。

天故放飼後には

放飼後に、対象外の書虫や病菌が発生した

際|こISt、

①発見後、直に日付を入れたマークをつける。

赤の洗濯バサミが適している。

②害虫、病菌の種類を同定する。

③肥増管理に問題がなかつたかを確認する。

④施設内の環境をデェツクする。

③発見後、観察を続ける。発見後、3日 、7

日、2週 間の3段 階。

⑥スポツト防除が可能がどうが検討する。害

虫の場合にはスポツト防除が容易であるが、

病害の場合は難しく、全面散布となる場合が

多い。

②薬剤散布をする場合には、放飼している天

敵への影響を最小にする様、最適な薬剤を選

ぶ。ただし、スポツト防除には、天敵に影響

のある薬剤ても使用が可能である。

以上のことを実施することにより、最少の実

剤使用にて、大きい効果をあけることが可能

である。

天敵導入後の問題点

1901年 以降、天敵を使用t/てきた中で

、天敵使用の問題点として、次のようなこと

が考えられる。

①栽増植物の最適温度こ天敵の生活温度この

差をどのように調整するか。

②天敵を使用した生産物の評価をどのように

していくが。

③天敵導入をスムースにするために、技術者

の養成が急がれる。

④作物、害虫、天散を従来にもまして観察す

る必要性がある。

バンカープラントについて

1998年 11月 から、アフラムシのバン

カープラント (アフイバンク)の 試験を開始

した。まず、小麦をポツト栽増し、ムギクピ

レアフラムシを飼育t/、アフラムシ類の天敵

であるコレマンアフラバチを寄生させた。 1

999年 2月 までの観察では、アフラムシの

密度が上がらなく、アプラバチのマミ
ー数も

少ない。小麦の栽増管理を窒素過多気味にし

た方が、アフラムシの発生密度が上がるよう

にみられる。今後、植物こアフラムシこの関

係について、より細がい観察を繰り返してい

きたい。

おわりに

天敵の導入を始めてから、生態系に注意を

払うようになつたことは、私にこつて大きな

収穫である。天敵の使用は、それぞれ違う環

境の中で試されるわけであるが、一つ
一つ校

証を重ね、実績をあけていきたい。研究機関

こ生産現場この距離を縮めることが、今後の

天敵導入拡大の大きな要素であるこ考える。
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パネルデイスカリション「天散資材の開発こ普及の諸問題」

総合司会 平 岡 行 夫 (株式会社トーメン)

パネラー 小 林益子 (日本化実株式会社)

石井俊彦 (株式会社トモノアグ )力)

尾方陽子 (株式会社トーメン)

今回ほ神奈川県天敵利用研究会会長の石川

栄一氏による調演 「私の天散利用実践談」を

受け、天数を製造 ・販売しているメーカーが

パネラーとなり 「天散資材の開発こ普及の話

問題」こ題して、パネルデイスカツションを

おこなつた。

まず、各パネラーから日頃の業務などを通

じこの雑感を技露L/てもらつた。

石井氏は、①天敵農薬には作物一言虫ごと

の登録ほ必要なのが。天敵震葉は薬吾がある

わけてないので、作物ことの登録をとること

はいたずらに普及を妨げる要因こなつていな

いか。②天敵に対する農薬の影響および残効

のデータがなかなか揃わない。こくに、新規

登録剤についてながなか試験されない。③今

現在の天敵農薬のマーケツトはそれほど大き

なものではないのて、メーカーの人間が現場

で指導しているが、今後マーケツトが大きく

なつてきたときにどのような指導体制がこれ

るのか。④現場ては、今までは殺虫剤こ殺菌

剤を混用してしヽたが、天散の利用により殺虫

剤を使わなくなり、つい殺菌剤まで疎かにな

つてしまつている。⑤慣行防除ては問題にな

つていなかつたサピダニが問題になりやすい、

と言う5点 をあげられた。

次に小林氏の発言。日本化薬僻は国内初の

天散生産メーカーである。①マーケツトサイ

ズが小さく、これからの市場もまだ不明瞭て

あるのに、天敵農薬の登録のためには非常に

大きな開発コストがかかり員担こなる。それ

も天敢利用の拡大をお1丁ている遠因こなつて

いる。②天散の製造法について特許がこれな

いことは生産メーカーとして不安である。③

ククメリスの安虎法についての説明。

尾方氏からは、①天救震葉を使う場合は慣

行こ違つた作物雪理をしなければならないが、

なかなか (天餃にとつての)理 想的な管理を

実践するのは難しい。②メーカー、普及員、

代理店、震協、小売后などの問て頻繁な1膏報

交換をおこない、知識の普及を図る必要があ

る。③価格ほ安<し た方が良いと思うが、安

易に値下げすることに不安を覚える。天散農

葉の確固たる賃い方が薩立していない現状て

は、安価になつて商品だけが出回つても定着

しないように思える。

また、生産者の立場からる川氏は、天散農

薬の普及だけではなくて、天敵農薬を使つて

生産された震産物が流通の面において優位性

を持てる様な制度作りもおこなつてほしい。

そうした優位性がなければ、なかなが大規模

な天敵震薬の普及にはつながらないだろうこ

の意見がだされた。

これらのトピ ツ`クを中心にデイスカツシヨ

ンがおこなわれ、埼玉園試の根本氏などがら

もコメントを得て、活発な議論となつた。天

敵農薬の普及は、まだ籍についたばかりの感

であるが、今回は実ぶに使用している石川氏

による生産着劇こ普及する側からの観点ての
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討論となり、実りあるものであつた。

(本文は、パネラーのお
一
人である尾方氏に、
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